
高幡不動尊（日野市）

　　ここが高幡不動尊金剛寺



　　平安時代初期開基の高幡不動尊境内案内図



仁王門
仁王門/室町時代後期の建立/重要文化財/本来は楼門として計画されたものらしい









　　　　妻面の様子



柱は礎盤の上に立つ禅宗様だが、斗栱は大斗に三手先が載る和様となっており、折衷様ということのようだ



　　屋根の軒下



廻り縁端部の下



　　　　同じく、廻り縁中央の下



　　　　礎石の上に礎盤が載る



　　格子天井



　　仁王像



　　　　　境内側から見たところ



　　　　　少し退いて見たところ



不動堂
　前方は不動堂/鎌倉時代の建立（1342年に西南方の山中から移建されたらしい）/重要文化財/東京都随一の古文化財建造物









　　　　妻面の様子



　　木連格子



　箕甲の銅坂葺が綺麗にできている



　　　　縋破風の部分も綺麗だ



　　　　　　斗栱は平三斗で中備は間斗束という和様形式だが、内部の外陣には一部禅宗様式との折衷が見られると云う



　　　軒下



　　アップで見たところ/二軒である



　　　　　　隅は、こんな塩梅



奥殿
　　　　　　奥殿/文化財を収蔵・展示する為の施設



　そこで左手を見ると五重塔が見える



　　　奥殿の廻りには、さまざまな説明書きがある













　こんなものも



上杉堂 これは上杉堂（上杉憲顕の墓）/享徳４年（1455年）１月、関東公方足利成氏と関東管領山内上杉氏・扇谷上杉氏とが争った立川
河原合戦で敗れた上杉憲顕（犬懸上杉氏の上杉禅宗の子で憲秋とも記される）は、ここ高幡不動まで逃れて自刃したという



　　　右手に説明坂が立っている





　　「上杉憲顕公墳」と記された扁額



　　　手前の自然石がその墓標





　　　　　そこから見た五重塔



この多摩地域出身の、土方歳三像と近藤勇・土方歳三顕彰碑





　こんなものも



　　　　　　そこから見た五重塔



文永の板碑
これは文永の板碑/鎌倉時代（1271年）の造立/日野市指定文化財/武蔵国の高麗地方から移住した平姓の高麗一族の始祖の
供養塔と云う



　　　　　　アップで見たところ



　　　　前方は大日堂への山門



　　　　境内はアジサイがそこかしこに咲き誇っていた



　　こんな塩梅



五部権現社
　　　　　こちらは五部権現社殿









　　　　その傍にあった庚申塔



大日堂
　　正面が大日堂/高幡山の総本堂





お鼻井戸
　　　これはお鼻井戸/湧水がある





　　こんな塩梅



聖天堂
　これは聖天堂



　　　こんな大きい五輪塔があった



大師堂
　これは大師堂



虚空蔵院
　　　　　　こちらは虚空蔵院



　　いよいよ、五重塔





組物は和様の三手先斗栱





山内経之供養塔
前方は山内経之供養塔/南北朝期の貴重な像内文書（重要文化財）を残した当地の小領主山内経之を供養する九輪塔/経之は
北朝方に参加し、下総国の駒城合戦で戦死したと云う



　近づいて見たところ/説明坂がある







　　アップで見たところ



　　　近くにこんなものもあった



　ここは弁天池



　　　　これは交通安全祈願殿



参考ホームページ

https://www.takahatafudoson.or.jp/?page_id=13

http://www.syougai.metro.tokyo.jp/bunkazai/week/hino/hino09.html
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